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読み聞かせボランティア「てぶくろ」 

      たのしいおはなし会 

   12月 4日、11日、18日、25日の土曜 

   ごご 2時、１かいおはなししつにきてね 

               

 

日 月 火 水 木 金 土
1★ 2★ 3

5 6 7★ 9★

12 13 14★ 15★ 16★ 17 18
おはなし会

19 20 21★ 22 23★ 24 25
おはなし会

26 27 28★ 29 30 31

はおやすみです。

開館時間 ：
 金～月 ・ 祝日・・・午前９時15分から午後５時まで
 火 ・ 水 ・ 木  ・・・午前９時15分から午後７時まで（★マークの日）

１2がつカレンダー

4
おはなし会

8 10 11
おはなし会

☚携帯・スマホから 

蔵書検索・予約・休館日

の確認ができます。 

  

。 

スマートフォン 
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図書展示 図書展示 

年末・年始の休館は 12月 29日（水）

～2022年 1月 3日（月）です。 

新型コロナウィルス感染拡大防止のためイベ

ントが中止・延期となる場合があります。 

あらかじめご了承ください。 

新たな年を迎える前に 
期間：11 月 25日（木）～12 月 7 日（火） 

12 月 13 日は「正月事始め」といい、昔は門

松や薪を用意するなど、正月を迎える準備をし

はじめる頃だそうです。大掃除、お節、年賀状な

ど･･･新年にまつわる本を展示します。 

 

読書で楽しむ

クリスマス 

期間：12 月 9日（木）～21 日（火） 

街がクリスマスカラーでにぎやかになるころ、 

図書館でもクリスマスのお話を集めて展示します。 

図書館チェーンクエスト 

図書館に関する 10のクエスト(問題)に挑戦！ 

１日で全部クリアする必要はないので、時間のある

時に少しずつ進められます。 

１０問全てクリアしたら、ヨムくんのミニノートを

先着 200 人にプレゼント！ 
 
期  間：開催中～2022年 3 月 31 日（火） 

参加方法：申込不要。直接カウンターへ 

行 事 

開催時間を延長したよ！う

したよ！ 



新着図書リスト（令和 3 年 10 月受入） 

 請 求 記 号 書   名 著 者 名 

一 
 

般 

483 / ﾋ 
ヒルは木から落ちてこない。 

ぼくらのヤマビル研究記 
樋口 大良 / 著 

507 / ﾆ ざんねんな日本のものづくり 
日本知財標準事務所 

 / 著 

507 / ﾓ こびとの世界 Ｍｏｚｕミニチュア作品集 Ｍｏｚｕ / 著 

615 / ﾉ 農家が教えるタネ採り・タネ交換 農文協 / 編 

764 / ｱ 
ルート６６を聴く 

アメリカン・ロード・ソングは何を歌っているのか 
朝日 順子 / 著 

778 / ｴ 映画評論家への逆襲 荒井 晴彦［ほか］/ 著 

830 / ｲ 英語の思考法 話すための文法・文化レッスン 井上 逸兵 / 著 

児 

童  

・  

Ｙ 
Ａ 

J 15 / ｻ 
１０歳のミッション 

キミを一生ささえる３１の行動 
齋藤 孝 / 著 

J 36 / ｵ / 21 
おしごと年鑑 

みつけよう、なりたい自分 ２０２１ 
谷 和樹 / 監修 

J 913 / ｱ / 7 人狼サバイバル ７ 甘雪 こおり / 作 

J 913 / ｸ となりのアブダラくん 黒川 裕子 / 作 

913.6 / ﾋﾗ / 5 スガリさんの感想文は絶え間ない嵐の中 ５ 平田 駒 / 著 

 

厚別図書館の職員からおすすめします 心の本棚 📖  

第 14 回 「男子の本懐（新潮文庫）」城山三郎/著（913.6/ｼﾛ 新琴似図書館他） 

昭和の初めのこと。日本は長引く不況に喘ぐ一方で、軍拡の動きも活発であった。経済の安定を図る

べく、首相・濱口雄幸と蔵相・井上準之助は、徹底した緊縮財政を断行。特に肥大化した軍事費の削減

に取り組む。激しい抵抗にあうが、二人は怯まなかった、“国のため”と信じた政策に命を懸けた。結果、

ともに凶弾に倒れるが、男として“本懐を遂げた”二人に悔いは無かった。今、この

国の政治に覚悟はあるか？平時に“国難、国難”と煽り立て、真の国難が迫ると、あ

っさり投げ出す･･･。今どきの政治家に読ませたい一冊である。     （担当）Ａ.Ｍ 

 


